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岩崎麻須美

代表取締役社長

宣言日

年12月31日までの取組目標

（記載上の注意）
　 １　「目標に関連する取組内容」は、３つ以上のゴールに関する取組を記載してください。
 　２　取組のない目標については、行ごと削除してください。

世界中の人に健康を届けるため、緑茶の海外輸出を積極的
に行う。

・海外に日本茶の魅力を発信していく。

地域のお茶ブランドとして、静岡のお茶を県内外にむけて
発信している。

５

 　３　取組目標は、出来る限り定量的に記載してください。
 　４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。
 　５　取組目標については、毎年１月に達成状況を報告していただきます。

１

静岡県静岡市平和町１丁目３番５４号

本社が届け出る場合は、事業所（支店・営業所等）の数

420-0876

事業所・団体等又は
関連事業者等の名称

業　　　　　種

従業員（構成員）数

代表者　職・氏名

所　　在　　地

摘み取った葉茶は葉っぱ、茎、加工後に出る粉まで据えて
が利用可能で資源ロスがなく、さらに急須やフィルターイ
ンボトルから入れるお茶の推奨で、ペットボトルを使わず
プラスチック削減に貢献する。

・マイボトルで飲むお茶の普及

当社代表自身が「働くママ」であり、ジェンダー平等を目
指した会社作りに励んでいる。
従業員も女性が多く、６０代以上の方も多い。

・代表自身が表に出て、女性が輝ける社会について訴え
る。
・定年退職後の女性の方を積極的に雇用していく。

ガン予防やＯ１５７、インフルエンザ、風邪、食中毒、虫
歯や口臭の予防など緑茶に含まれる様々な効果で世界中の
人に健康を届ける。

・緑茶の販売数増加により、
　社会の健康促進に寄与する
・緑茶の健康効果の周知

ＳＤＧｓ宣言書
　私たちは、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり取り組むことを宣言します。

2022

ゴール これまでの取組内容

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

静岡茶を広く政界に発信し、静岡茶の効果や魅力を通じて世界の人々が安して暮らせる世界に貢献する

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

健康効果が高く、積立から加工後までロスの出ない、人にも地球環境にも優しいお茶の国内外での販売

目標に関連する取組内容

2022

４

㈱岩崎恭三商店

4 人

茶卸・小売業

氏　　　　　名

職　　　　　名

http://#

